
蓮Ⅱ（東大阪市）見学報告 

《 生活介護 》 

蓮Ⅱは、「草の根共生会」の拠点として
2013年にオープンし、今年８月に現在の
長瀬町に移設しました。新築の施設内はとて
も綺麗で、季節に応じた飾りつけなどもされ

ています。商品へのシール貼りや組立が中心
的な作業ですが、併設されているパン工房で
製造に携わっている方もいました。パン工房
をはじめとする地域交流スペースを設けて、
地域とのつながりをとても大切にされてい
ます。施設内を見学後、法人代表者による講
話があり、高等部卒業後に向けて何が必要な
のか、制度はどのように変わっていくのかな
どのお話を聞くことができました。 

 

 

 

 

歳末の候、日頃は本校の進路指導についてご理解ご協力をいただき、お礼申し上げます。 

今回は、２学期の進路における取り組みをご報告いたします。保護者対象の各施設への見学会を
実施しました。また、裏面にて高等部の取り組みについてご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府立八尾支援学校 

キャリアサポート部 

令和元年 12月２４日 

リーブキャンパスひびき（東大阪市）見学報告 

《 自立訓練 》 

 リーブキャンパスひびきは、高等学校卒業

後、友達と一緒に更に学ばせたいという保

護者の願いから生まれました。利用者さん

の要望を取り入れながら、カリキュラムを

検討されており、一人ひとりに合った「学

びの場」を提供されています。今回の見学

では、一人の利用者さんが考案中の漫画を

元にした授業を見せていただき、個性を引

き出すような内容でした。椅子に座っての

一斉授業の形態ではなく、一人ひとり思い

思いの場所で授業を受けられていました。 

ワークセンター中授（大阪市）見学報告 
《就労継続支援Ｂ型・就労移行支援 》 

 ワークセンター中授は鶴橋にある、歴史
のある事業所です。本校高等部の生徒対象
見学会でも、度々見学をさせていただいて
おります。今回の見学では、利用者さんが
実際に作業されている様子を見学させてい
ただきました。シャボン玉のセットの袋詰
めや、縫製、ペットボトルのキャップの仕
分け、委託をされての洗濯などの作業を見
せていただきました。あいさつに関しても、
積極的で、明るい印象を受けました。 
 行事の写真も見せていただきましたが、1
ヶ月に１回のペースで行事が開催されてお

り、その多さも魅力的に感じられました。 
  

大阪市職業リハビリテーションセンター見学報告≪保護者対象≫ 

《 公共職業能力開発施設等 》 

 大阪市職業リハビリテーションセンターは、厚生労働省、大阪府、大阪市の助成を受けて運営して

いる職業能力開発施設です。障がいのある方々が職業知識や技能を修得し、職業人として社会参加で

きるように協力企業、関係諸機関と連携しながら就業への支援をしています。今回の見学では３つの

作業を見学させていただきました。内容は、たくさんある商品の中から１つの商品を選び出すピッキ

ング、はんだごてを使用したはんだ付け、パソコンを使用したワード、エクセル業務でした。それぞ

れの作業の説明を担当の訓練生からしていただきました。 

ゆうとおんはーと・ゆうとおんほーぷ

（ 八 尾 市 ） 見 学 報 告 
《 生活介護・就労継続支援Ｂ型 》 

 近鉄八尾駅より徒歩約 20 分の位置にあ
ります。今回の見学では、ゆうとおんはー
とのパン工房やカフェ、さをり織りを見学
させていただきました。併設されているゆ
うとおんほーぷでは、ハーブの種の包装や
耐震グッズの包装を見学させていただきま
した。どちらの作業所も個々に合った支援
方法で活動をされており、また雰囲気もと

ても明るく利用者さんもすごく楽しそうで
した。ゆうとおんグループは入所困難なほ
ど大変人気の作業所です。短い時間の見学

会でも十分に良さを感じられました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部３年生後期企業実習 

卒業後に企業での就職を希望する 4名の生徒が、内定を目標とし、 

企業での実習を行いました。実習内容は、スーパーでの品出し・商品 

整理や、オフィスビルでの清掃作業、事業所での事務作業・パンや菓 

子の梱包・商品の製造補助等です。１０月７日～１２月６日の間で 

２週間の実習を行い、時間は各企業の就業時間 

に合わせました。これまでで最も長い実習期間 

ということで、働くことの大変さを、より感じ 

ることができました。また、自発的に動くこと 

を意識するなど、前期企業実習で気づいた自らの課題を克服しようとする姿も見られ、 

それぞれが、社会人になることへの自覚を高めることができました。 

 

高等部 夏季施設・作業所実習 

今年も 4７の事業所（東大阪市 1７、八尾市 2５、大阪市４、大東市１）の協力を得て、夏

季施設・作業所実習を実施しました。この実習には、たくさんの生徒が参加し、有意義な実習

になりました。保護者の皆様には、事前の面接・打合せや、必要に応じて付き添い・送迎等で

ご協力いただきました。本当にありがとうございました。昨年度より、３年生に関しては実習

日のうち、３日間を授業日として、全員参加といたしました。 

各学年の参加人数は下記の通りです。（在籍者数はＲ１年１０月１日現在） 

 １年 ２年 ３年 

在籍者数 ３７人 ４５人 ３２人 

参加者数 ２４人 ３６人 ※ ５４人（３０人） 

※３年生の参加者数は延べ人数、（ ）内は実人数。 

高等部能力開発訓練施設等見学会（大阪市職業リハビリテーションセンター）見学報告 

≪生徒対象≫ 

１２月９日、高１・高２フロンティアコース生９名で大阪市職業リハビリテーションセンタ

ーへ見学に行きました。担当者より、リハビリテーションセンターの特徴として、①「働きた

い」という意欲のある人に対して就職する準備訓練をする場であること、②社会に出てから必

要となる自立する力を育てる場であること、③社会に出るための自信をつける場であることな

どと説明を受けました。また、フォークリフトやＩＴ関連、 

簿記検定などの資格取得に挑戦できることや、訓練生が 

企画し、自分たちで決定・行動することを経験する企画 

体験旅行など、さまざまな活動があることを知りました。 

その後、実際に訓練生が事務系・作業系の訓練を受けて 

いるところを見学し、最後は担当者に質疑をすることで、 

より学びを深めることができました。 


